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論文の要旨 

はじめに 

近年、保育士の賃金制度や待遇に関するさま

ざまな問題が注目されている。 

垣内によると、保育者が専門性を維持し向上

させられる労働条件を与える必要があるとして

いるとされており、保育士が専門性を発揮でき

る環境が整備されていない現状がうかがえる

（垣内 2006）。 

本研究では、保育士の専門性が現場において

どのように認識され、評価されているのかを明

らかにするとともに、社会や行政との間に存在

する専門性に対する認識のギャップについても

考察している。インタビューを通じて、保育士

の専門性の実態とその評価の現状を分析し、認

識のズレを解消するために必要な施策や改善策

についても考察していくことを目指す。 

1 先行研究 

保育士の専門性とはどのようなものなのか。 

例えば清水は、保育の専門性を考えるとき、

これを客観的に計る基準がどこを探しても見当

たらない点に、最大の難しさがあると指摘して

いる（清水 2007）。 

保育士の専門性とは、広範で多様な業務内容

と、経験や柔軟性に支えられた複雑な概念であ

る。それゆえに、専門性を一義的に捉えること

は難しく、また統一的な評価基準を設けること

も困難である。 

2 調査方法 

本研究では、私立保育園である X 保育園と Y

保育園において、キャリアの異なる 5 名の保育

士に対し、2024 年 10 月から 11 月にかけて、一

人当たり所要時間約 30 分から 60 分程度の単独

インタビュー調査を実施した。また、2023 年 12

月に筆者も参加した公立保育園でのグループ調

査（所要時間約 1 時間 30 分程度）のインタビュ

ーデータも補助的に参考にしている。 

3 現場の保育士が感じる専門性 

インタビューの結果、保育士自身が考える専

門性とは多面的であり、現場での経験と理論的

な学びが相互に作用させながら子どもの発達や
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ニーズに対応する能力として高められているこ

とが分かった。 

保育士はその専門性を持ち続け、実践の中で

日々成長することが求められるが、その努力が

社会的に十分に認識されていない現実がある。

専門性の不明瞭さが保育士の役割の重要性を伝

える妨げとなり、評価が得にくい現状が続いて

いる。 

4 行政や自治体とのギャップ 

現場の保育士は、日々の業務を通じて「命を

預かる」という重大な責任を担っているが、そ

の専門性に対する行政や自治体の認識にギャッ

プがあるため、その重要性が対応に十分反映さ

れていない現状が浮き彫りになった。 

特に、危機管理の分野では、自治体側の対応

と現場で求められる迅速な対応とのズレが、専

門性の認識不足に起因しており、このズレが現

場の負担を増やす要因となっている。 

5 保育士が求めたいこと 

保育士たちが求めているのは、専門性に対す

る正当な評価を受けることだけでなく、柔軟で

迅速な行政の対応や、待遇改善による労働環境

の向上といった側面も含まれていた。 

また、行政や自治体が提供する研修は、保育

士にとって非常に有意義であるが、それが現場

でどのように活かされているのかを把握しきれ

ていないという課題が浮かび上がった。 

研修の内容そのものを維持しつつ、それが現

場で実際にどのように活かされているのかを確

認する仕組みの強化や、保育士たちの専門性を

社会的に認める体制の構築が必要であると考え

られる。 

6 結論 

本研究は、保育士の専門性が行政と現場の間

でどのように認識されているのかという点に着

目し、その認識のギャップを解消するための必

要性を明らかにした。そのためには、現場の保

育士が日々の実践を通じて発揮する専門性を正

当に評価し、それを行政の政策や制度に反映さ

せるための仕組みを構築することが不可欠であ

る。 

こうした取り組みによって、保育士がより自

信を持って専門性を発揮できるだけでなく、保

育の質そのものを向上させることが期待される。 

さらに、研修の成果を評価し、それを現場で

活用する仕組みを整備することで、保育士の専

門性が最大限に引き出され、子どもたちにとっ

てより良い保育環境を提供する基盤を築くこと

が可能となるだろう。 
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